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「日本ライン」と称される美しい木曽川景観を保全・創造し，未来へ継承していくために、岐阜県各務原市と愛知県犬山

市が中心となって，平成17 年8月に「木曽川景観協議会」を設立した．県境を越えた広域的な景観形成のため，両市の住

民参画により「木曽川景観基本計画」を策定し，今後，さらに良好な木曽川景観の形成を推進していく． 
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１．はじめに 

 

木曽川中流域は，岐阜県と愛知県の県境に位置し，「日

本ライン」の奇岩が形成する渓谷や周囲の緑豊かな山並

みなどの自然と，国宝犬山城や鵜沼城址などの歴史資源

が織りなす景観で，木曽川景観を代表するものである．

その中でも、岐阜県各務原市と愛知県犬山市にまたがる

流域は、昭和 6 年には（旧）史蹟名勝天然記念物法によ

り「名勝木曽川」に，また，昭和39年には自然公園法に

よる「飛騨木曽川国定公園」に指定されている（図-1）． 

しかし，平成15年に国宝犬山城の対岸（各務原市側）

に，木曽川に面して高層マンションの建設計画が持ち上

がった．各務原市は，マンション建設者との協議を行い，

木曽川景観に配慮して建築物の高さを犬山城の石垣の高

さより低くするとともに，色彩等についても周辺の景観 

 

図-1 位置図 

との調和に配慮するよう指導を行った（図-2）． 

こうした状況の中で，各務原市のみならず，犬山市で

も，美しい木曽川景観を保全・創造し，後世へ継承して

いくためには，木曽川並びに沿岸区域について，良好な

景観を形成するための方針や行為の制限などのルールを

面的に，かつ早急に整備する必要があると感じた． 

そこで両市は，河川景観については，川と両岸が一体

となって形成されるべきものであるという共通認識のも

と，平成17年 8月に「木曽川景観協議会」（以下「協議

会」）を設立し，良好な木曽川景観の形成のために手を携

えていくことになった． 

本論文では，景観行政団体である両市によって，県境

を越えて設立したこの協議会の取り組みについて報告す

るものである． 

 

図-2 両市にまたがる木曽川景観 



 
２．「木曽川景観協議会」 

 

協議会は，各務原市と犬山市が中心となり，実効性の

ある土地利用のコントロールや良好な景観を保全・創造

するための方針と行為の制限等のルールを策定し，良好

な木曽川景観の形成はもとより，観光振興にも資するこ

とを目的に，景観法第15条の景観協議会を見据えて設立

した． 

協議会は，その取り組み範囲が県境である木曽川をま

たがって広がる広域景観を対象とするという地理的条件

から，各務原・犬山両市長を始め，木曽川を管轄する国

土交通省中部地方整備局，用水管理者である農林水産省

東海農政局，岐阜県，愛知県及び地元関係者の15人で構

成され（表-1），会長・副会長は，両市の市長が二年交代

で務めることになっている． 

昨年8月5日に開催された第1回の協議会は，各務原

市にある旧川上貞奴別荘「晩松園」で開催され（図-3），

正式に協議会の活動がスタートした． 

本年3月には第2回の協議会を行い，「木曽川景観基本

計画」を決定した．この「木曽川景観基本計画」は，今

後，両市の「景観計画」に反映されることになる． 

 

表-1 木曽川景観協議会委員（基本計画策定時）          

 なお，基本計画はあくまでもガイドライン的な位置

づけであり，法的な拘束力を持つものではないため，

この基本計画の内容を実効性のあるものにしようとす

るためには、景観法第 8 条に基づき，それぞれの市で

策定する「景観計画」に反映させる必要がある． 
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図-3 第1回 木曽川景観協議会 

 

 

３．「木曽川景観基本計画」 

 

(1)基本計画の位置づけと役割 

 「木曽川景観基本計画」（以下「基本計画」）は，こ

れまでに両市がそれぞれ取り組んできた景観条例等と

の整合を図りながら，長期的な視点で良好な木曽川景

観の形成を実現することを目的として協議会で策定し

たものである． 

所  属 名  前 備考

  （各務原市長） 森 

各務原市は、平成18年3月にすでに法定の景観計画

を策定しており，一方の犬山市は平成18年度中の策定

を目指し作業を進めているところであるが，両市とも

景観計画策定の過程では，この基本計画を念頭に置き，

方針や行為の制限等の検討を行っている．さらに，そ

れぞれの市の固有の景観や歴史的背景等を踏まえ，よ

りきめ細かい方針やより厳しい行為の制限を定めるな

ど，地域の個性を活かした計画の策定，あるいは検討

を行っている． 

 

(2)対象範囲 

 基本計画は，「名勝木曽川」及び「飛騨木曽川国定公

園」に指定されている，いわゆる「日本ライン」と称

される木曽川中流域の中の「各務原市・犬山市対岸域」

を対象範囲としている． 

 ただし，基本計画の第Ⅰ編では，「日本ライン」を形

成する 6 市（岐阜県美濃加茂市，可児市，各務原市，

愛知県一宮市，江南市，犬山市）2町（岐阜県坂祝町，

愛知県扶桑町）にまたがる区域を対象に景観ゾーニン

グを行い，景観特性の整理を行った上で広域的な木曽

川景観を保全・創造していくための目標と基本的な考

え方を示している． 

会長 真 会長

土交通省都市・地域整備局   都市計画課長 山崎 篤男

海道大学大学院   工学研究科教授 越澤　明

 市議会議長 小島　軍司

山市   市議会議長 堀江　正栄

副会長   （犬山市長） 石田 芳弘 副会長

中部地方整備局   建政部都市調整官 北村 重治 
整備局   木曽川上流河川事務所中部地方 長 中村 敏一 

東海農政局 木曽川水系土地改良調査管理事務所長尾川 幸彦 
岐阜県都市整備局   都市政策課長 増田 昌樹 
愛知県建設部   公園緑地課長 渡邊 四朗 
岐阜県   岐阜建設事務所長 小川 法久 
愛知県   一宮建設事務所長 曽我 憲明 

工会議所   名誉会

委員

各務原商 頭 五島 昭寿 
会議所   会犬山商工 頭 桑原 正則 
観光協会   会各務原市 長 井上 克彦 
光協会   会犬山市観 長 小川 征一 
良川下流漁業協同組合   組合木曽川長 長 足立 孝志 
光 株式会社   支配木曽川観 人 石田 隆



 第Ⅱ編では，基本計画の対象範囲である「各務原市・

犬山市対岸域」における良好な景観形成のための具体

的な展開方針や景観法の仕組みを基本とした「木曽川

景観基本計画区域」，「木曽川景観形成指針」，「景観重

要建造物等」，「景観重要公共施設」などについての考

え方を示している（図-4）． 

a)木曽川景観基本計画区域（図-5） 

 木曽川景観基本計画区域（以下「基本計画区域」）は，

木曽川を中心とした一体的な景観を両市が連携して守

り育てる区域である．区域設定に当たっては，景観特

性が大きく変わる犬山橋を境として，自然景観が美し

い上流部では山の稜線や名勝指定区域，自然公園地域

等を考慮し，緑地空間のまとまりに配慮して設定した．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一方，下流部については，平地部で市街地景観が広

がる区域が中心となるため，建築のスカイラインとし

て識別できると言われている概ね 600ｍ以内の範囲を

主対象に，現在の土地利用や用途地域等を考慮し，道

路や河川等の地形地物で区分できる区域を設定した． 

b)景観形成重点地区 

 基本計画区域の中でも，まちなみの変化等が木曽川

景観に大きな影響を与えるため，重点的に景観の保

全・創造を推進していく必要がある区域を景観形成重

点地区（以下「重点地区」）として位置づけた． 

 犬山橋上流部では木曽川と木曽川が接する集落と

「名勝木曽川」に指定されている区域を対象に，土地

のまとまりに配慮して設定し，市街地が主体となる犬

山橋下流部では，「名勝木曽川」の指定地を含む河川区

域と河川沿いの道路端から約 25ｍの範囲を主対象に，

道路や河川等の地形地物で区分できる区域を設定した． 

 なお，この地区は，将来的には景観法第61条に基づ

く「景観地区」の指定を視野に入れて、より積極的な

景観形成を図っていくことも検討していく必要がある． 図-4 木曽川景観基本計画の構成 

 

 
図-5 基本計画区域区分と区分別高さの指針 



(3)良好な景観の形成のための方針 

 基本計画では，広域的な木曽川景観の目標を「雄大

な自然，歴史・文化，賑わいが融合する木曽川景観の

保全と創造」とし，基本計画区域における良好な景観

の形成に関する方針を 4 つの基本的な考え方と景観特

性が大きく変化する犬山橋の上流部，下流部に区分し

て設定している（表-2）． 

 さらに，現在の土地利用状況等により基本計画区域

を10の地区に区分し，それぞれの地区について，より

具体的な景観づくりの目標を設定している． 

 

表-2 景観形成に関する方針 
基本的考え方 上流部 下流部 

①背後の山並

みと一体とな

った雄大な木

曽川景観の保

全と創造 

・ 沿岸の山並みを保全し

ます。 

・ 木曽川から周囲の山並

みの眺望を保全します。 

・ 木曽川と山並みの間に

立地する集落は自然環

境と調和したまちなみ

を保全、創造します。 

・ 背後地の山並みの保全を目

指します。（区域外） 

・ 背後地の山並みの稜線の眺

望を保全します。 

②人々の往来

と生活の場と

して発展して

きた美しい賑

わい（市街地）

景観の形成 

－ ・ 地域のランドマークである

犬山城を核とした、歴史・

文化、賑わいが融合する市

街地景観を保全、創造しま

す。 

・ 木曽川を往来する人々の交

流空間のシンボルとして犬

山橋の景観を保全します。

③木曽川の豊

かな自然環境

が育む美しい

景観の形成 

・ 奇岩で構成される渓谷

美を保全します。 

・ 多様な動植物の生地と

して自然環境を保全し

ます。 

・ 木曽川景観の中心である広

大な水面を保全し、川面に

犬山城や鵜沼城址が映り込

む水辺を保全します。 

・ 都市空間の貴重な自然空間

として緑地を保全します。

④美しい木曽

川景観を楽し

む空間の保全、

創造 

・ 木曽川及び周囲の緑地

を散策でき、木曽川景観

の変化を楽しむ空間を

保全、創造します。 

・ 木曽川景観を眺望できる視

点場を保全、創造します。

・ 都市空間の貴重な自然との

ふれあいの場として、木曽

川を保全、創造します。 

 

 (4)良好な景観の形成のための行為の制限 

a)届出の必要な行為 

 前節の方針・目標を実現するために，基本計画区域

内における表-3に示す行為については，あらかじめ行

為地の市へ届出を義務づけることによって，良好な景

観の形成，誘導を図っていくものとする． 

 

表-3 届出対象行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)木曽川景観形成指針の考え方 

 良好な木曽川景観の保全・創造を図るために，景観

形成に関する指針（表-4，表-5，表-6）を設け，基本

計画区域内の行為について必要な勧告・指導等を行っ

ていくものとする． 

 

表-4 建築物に関する景観形成指針 
配置 ・ 木曽川又は木曽川沿いの道路に接する敷地においては、原則として

建築物の外壁は、木曽川側の敷地境界線から２メートル以上後退す

るよう努めること。 

・ 周辺の建築物の壁面位置との調和に配慮すること。 

高さ ・ 建築物の高さは地区区分に基づき別表①に定める高さ以下を原則

とする。 

形態・意

匠 

・ 周辺の景観および街並みや建築デザインと調和した、全体的にまと

まりのある形態とすること。 

・ 建築物全体として統一感のあるデザインとなるよう努めること。 

・ 建築物の外壁は、圧迫感を与える長大な壁面とならないよう努める

こと。 

・ 外壁のデザインは木曽川に面する部分だけでなく側面や背面にも

配慮すること。 

色彩 ・ 外壁の基調となる色は、周辺の自然環境の色に調和するよう中明

度、低～中彩度色とすること。 

・ 外壁の色を分節化して単色の大壁面を形成しないよう努めること。

・ 基調色と副基調色は、類似調和するよう選色に努めること。 

・ 外壁にそぐわない緑、青、紫系の色相は用いないよう努めること。

・ 外壁を複数色で配色する場合は、水平又は垂直方向で分割するよう

配慮すること。 

素材 ・ 冷たさを感じる素材、反射光のある素材を屋根や壁面など大部分に

渡って使用することは避けること。 

・ 周辺の景観及びまちなみに調和した素材及び材料を使用するよう

努めること。 

・ 時間の経過による退色、損傷、汚れに耐えうるものを使用するよう

努めること。 

・ 清掃等の維持管理のしやすさに配慮すること。 

付属建築

物及び付

属施設 

・ 屋上に設置する付属設備等については壁面を立ち上げるかルーバ

ー等により木曽川景観に調和するよう修景措置を工夫すること。 

・ 主体建築物と調和させ、一体感のあるものとなるよう努めること。

・ 付属設備等は木曽川から可能な限り見えない位置に設置するよう

努めること。 

緑化 ・ 木曽川又は木曽川沿いの道路に接する敷地では、木曽川側の敷地境

界と建築物との境界部分は中高木による緑化に配慮すること。 

・ 郷土種に考慮し、周辺環境と調和した樹種に配慮すること。 

・ 樹木による四季の演出にも配慮すること。 

照明 ・ 使用光源は穏やかなものとし、周辺の環境との調和に配慮するこ

と。 

・ 周辺の景観および建築物等との調和、魅力的な夜景づくりに寄与で

きるよう配慮すること。 

別表① 

地区区分 高さ 
緑地 １０・１３ｍ 
木曽川沿いの集落Ａ ８ｍ 
   〃  集落Ｂ １３ｍ 
木曽川と一体となった市街地 ２０ｍ 

重 点

地区 

木曽川と一体となった公共施設用地等 １０・１３ｍ 
木曽沿いの集落Ｃ １３ｍ 
木曽川の背後市街地Ａ－１ 
         Ａ－２ 

２０ｍ 
２５ｍ 

   〃     Ｂ ２０ｍ 

重 点

地 区

外 
   〃     Ｃ ３１ｍ 

 

表-5 工作物に関する景観形成指針 
位置・高さ

 

・ 木曽川から目立たない位置に設けるよう努めること。 

・ 周辺の景観及びまちなみとの調和に配慮すること。 

・ 周辺の建物の高さや壁面位置がそろっているところでは、連続性

の維持に配慮すること。 

形態・意匠 ・ 周辺の景観に威圧感、圧迫感を与えないような高さ、意匠とする

よう努めること。 

・ 工作物全体として統一感のある、すっきりとした意匠となるよう

努めること。 

・ 建築物と一体となっている場合は、主体建築物と一体感のあるデ

ザインとなるよう努めること。 

色彩 ・ 周辺の自然景観やまちなみに馴染むよう落ち着いた低彩度色を用

いること。 

素材 ・ 周辺の景観及びまちなみに調和した素材及び材料を使用するよう

努めること。 

・ 時間の経過による退色、損傷、汚れに耐えうるものを使用するよ

う努めること。 

・ 清掃等の維持管理のしやすさに配慮すること。 

緑化 ・ 樹木等により必要に応じて修景緑化を図ること。 

照明 ・ 使用光源は穏やかなものとし、周辺の環境との調和に配慮するこ

と。 



表-6 その他の景観形成指針 

項 目 指  針 

屋外におけ

る物品の集

積又は貯蔵 

・ 木曽川、道路その他公共の場から容易に望見できない位置に集

積又は貯蔵するよう努めること。 

・ 物品と積み上げる場合には、可能な限り低くするとともに、整

然かつ威圧感のないように積み上げるよう努めること。 

・ 敷地外周部などに植栽の実施、木塀の設置など周辺の景観及び

まちなみとの調和に配慮すること。 

鉱物の掘採

又は土石等

の採取 

・ 木曽川、道路その他の公共の場から容易に望見できないよう掘

採、採取位置及び方法を工夫するよう努めること。 

・ 掘採、採取後は自然植生と調和した緑化を行い、可能な限り自

然環境を復元するよう努めること。 

土地の区画

形質の変更 

・ 法面は可能な限り緩やかな勾配とし、緑化等により、周辺の景

観及びまちなみとの調和に配慮すること。 

・ 擁壁は素材、表面処理の工夫、前面の緑化等により、周辺の景

観及びまちなみとの調和に配慮すること。 

木竹の植栽

又は伐採 

・ 木竹の植栽・伐採に関しては、周辺景観への影響に配慮し検討

すること。 

・ 樹木の樹種、樹齢、樹形等の価値を調査し、伐採を検討するこ

と。 

・ 伐採を行った場合は、その周辺景観が良好に維持できるよう代

替措置を講ずるよう努めること。 

・ 木曽川および周辺緑地の生態系に配慮すること。 

 

 ただし，重点地区以外の基本計画区域では，重点地

区内の建築物等の背後で行為が行われるため，形態，

意匠が木曽川景観に直接与える影響が少ないこと，ま

た，駅周辺等地区内など特定の地区内の近景に配慮し 

た指針づくりが必要なことを考慮し，表-3の内①の行

為については，高さの指針のみを対象とすることとし

た． 

c)届出の適用除外となる行為の考え方 

 前項で述べた指針の適用区域の考え方を踏まえ，重

点地区以外の基本計画区域については，届出の適用除

外となる行為を定めることとした（表-7）． 

 なお，景観法第16条第7項第 1号から第10号に規

定する行為については，区域にかかわらず，すべて届

出の適用除外行為となっている. 

 

表-7 建築物等に関する景観形成指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）複数の基準がある場合は，1項目でも基準を満たさない場合は届出が必要になります． 

 

(5)景観重要建造物等の指定の考え方 

a)景観重要建造物 

 基本計画区域内の公共空間から容易に見ることので

きる場所に位置する建造物で，①木曽川や周辺の歴

史・文化を伝えるもの，②地域で広く親しまれ，地域

のシンボル的な存在となっているもの，③木曽川の自

然環境と調和し，歴史的又は建築的価値を持つ建造物

については，両市民共有の財産として後世に継承して

いく必要があることから，景観法第 19 条に規定する

「景観重要建造物」として積極的に指定していく必要

がある． 

 ただし，実際の指定は，その建造物が存在する市（橋

梁等河川をまたぐような建造物については両市）の景

観計画で行うことになる． 

b)景観重要樹木 

 木曽川沿岸に位置し，公共空間から容易に見ること

ができる場所にある樹木で，①健全で樹容が景観上優

れているもの，②地域固有の自生種や希少品種のもの，

③地域に元来ある樹種で樹齢が高いもの，④景観上シ

ンボル的な場所に位置し，地域に親しまれているもの

については，木曽川景観の重要な要素であるため，景

観法第28条に規定する「景観重要樹木」として積極的

に指定していく必要がある． 

 指定については，前項の景観重要建造物同様，その

樹木が存在する市の景観計画により行う． 

 

(6)景観重要公共施設の整備に関する考え方 

 基本計画区域内の公共施設で，①木曽川景観の核と

なっているもの，②主な視点場から景観で重要な要素

となっているもの，③木曽川を横断する構造物で，水

面より上に設置されているもの，④木曽川を眺望でき

る重要な視点場となり，かつ，その周辺に管理者以外

が建築物，工作物その他物件を建設することが想定さ

れる施設については，木曽川景観に与える影響が大き

いため，景観法でいう「景観重要公共施設」として整

備に関する事項及び占用許可等の基準を定めていくべ

きである． 

 これらの事項は，前節で述べた景観重要建造物等と

同じく，各市の景観計画に定めるべき事項となるが，

河川（木曽川）や橋梁等（犬山橋，ライン大橋，犬山

頭首工）については両市にまたがるものであるため，

協議会として管理者と協議し，同意を得た上で，統一

的な整備方針及び占用許可等の基準を示す必要がある． 

 

 

４．住民参画の手法 

 

 景観法第 9 条では景観計画の策定の手続きとして，

公聴会等住民の意見を聞く場を設けることを義務づけ

ている．景観形成の主役は行政ではなく，あくまでそ

こに住む住民であるから，基本計画の策定に当たって

も「いかに住民の声を取り入れていくか」ということ

が大きなポイントであった． 



 協議会には，両市の商工会議所や観光協会など民間

機関からも参加していただいているが，基本計画の策

定に当たっては，より広く住民の意見を聞くと同時に，

木曽川景観について今以上に理解を深めてもらうこと

が非常に重要である． 

 そこで，両市の住民が一堂に会して木曽川景観につ

いて話し合い，景観づくりの方向性について検討する

場として「木曽川景観意見交換会」（以下「意見交換会」）

を2回に渡って開催した． 

a)第 1回 

 第 1 回目の意見交換では，まず，舟（川面）から両

岸の景観を確認後（図-6）、木曽川景観の「自慢したい

ところ」，「気になるところ」のマップづくりを行い，

両市の住民が木曽川景観について一体的な取り組みが

必要だとの認識と，良好な景観形成のための共通目標

を持つことができた．（図-7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 舟から木曽川景観を確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 作成したマップでグループ発表 

 

b)第 2回 

 第 2 回の意見交換会では，犬山城の天守閣からの景

観を確認（図-8）の上で，合成写真等による景観変化

の確認とルールづくりの必要性についてアンケートを

行った． 

 アンケートでは，木曽川の両岸での高さ規制やルー

ルの統一化など，基本計画の必要性が認識させられる

結果となった．（図-9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 犬山城天守閣からの景観確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 アンケート結果 

 

 

４．おわりに 

 

 基本計画の策定は，協議会のゴールではなく，むし

ろスタートであると言っていい．基本計画ができたと

しても，木曽川景観に対する意識向上が図られなけれ

ば，それは「絵に描いた餅」に過ぎない． 

 協議会として，今後どのような取り組みを行ってい

くべきか，あるいは，木曽川中流域に位置する周辺市

町をいかにして巻き込んでいくかなど，まだまだ課題

は多く残されているが，この協議会では日本全国に数

多く存在する山や川などの広域的な景観を保全・創造

していくための一つの手法を示すことができたと考え

ている． 

 

謝辞：「木曽川景観基本計画」の策定にあたり，国土交
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